
第56期事業報告書
平成16年4月1日から平成17年3月31日まで

株主メモ

決 算 期
定 時 株 主 総 会
利益配当金受領株主確定日
中間配当金受領株主確定日
公 告 掲 載 新 聞
名 義 書 換 代 理 人

同 事 務 取 扱 所

同 取 次 所

名 義 書 換 手 数 料

毎年3月31日
毎年6月
毎年3月31日
毎年9月30日
日本経済新聞
東京都港区芝三丁目33番1号
中央三井信託銀行株式会社
中央三井信託銀行株式会社証券代行部
〒168－0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
電話（03）3323－7111（代表）
中央三井信託銀行株式会社　全国各支店
日本証券代行株式会社　本支店
無　料

（お知らせ）
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・当社は、貸借対照表および損益計算書を、公告掲載新聞の決算公告に代えてホームページに掲
載しております。
ホームページアドレスは次の通りです。
http://www.mutoh.co.jp/ir/kessankoukoku.html/
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創造、大切にします 



グループ拠点連結決算ハイライト

○連結売上高
第56期 28,974百万円

第53期
23,191百万円

第54期
27,193百万円

第55期
26,501百万円

○連結経常損益
第56期 1,416百万円

第53期
1,368百万円

第54期
1,792百万円

第55期
1,049百万円

○連結当期純損益
第56期 690百万円

第53期
389百万円

第54期
866百万円

第55期
622百万円

○連結総資産額
第56期 29,464百万円

第53期
26,828百万円

第54期
27,363百万円

第55期
28,532百万円

○連結純資産額
第56期 18,262百万円

第53期
15,976百万円

第54期
16,917百万円

第55期
17,386百万円

次期の見通しＣＯＮＴＥＮＴＳ

最適な提案と最高の価値をグローバルで提供します

所在地別セグメント 売上高（百万円） 日本 北アメリカ ヨーロッパ 

●第56期 28,974 百万円 ●第55期 26,501 百万円 ●第54期 27,193 百万円 
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経済環境は回復傾向とはいえ、世界的な原油価格の高騰
やアジアから中東地域にかけての政情不安の影響も長期
化が懸念されることから、当面は厳しい状況が続くもの
と想定されます。
次期の業績見通しにつきましては、連結売上高290億円、
経常利益13億50百万円を予想しておりますが、減損会
計適用による固定資産の評価減を予定しており、当期純
損益は18億円の損失を見込んでおります。なお、減損会
計適用による固定資産の減損額は、概ね23億50百万円
程度を想定しております。
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株主の皆様には、日頃より格別のご高配を賜り厚くお礼申し
あげます。
ここに第56期事業報告書をお届けいたします。
当期における世界経済は、欧米を中心に総じて堅調に推移し
ましたが、中東問題の長期化に加え、世界的な原油価格の高
騰により先行きが懸念されます。また、国内経済においては、
前半は輸出の増加を背景に景気回復傾向を強めてまいりまし
たが、後半は、円高・ドル安基調の長期化、また半導体分野
で在庫調整の動きが見られるなど、景気の減速感が出てまい
りました。
こうした状況の中、当社グループでは積極的な開発投資や高
品質・低コストへの生産ライン見直しなど、引き続き新製品
の投入と事業基盤の強化に向けた経営戦略を展開してまいり
ました。
連結業績では、国内での競争の激化、ならびにアジア市場で
の低価格化傾向の進行が顕著に見られるものの、欧米での新
製品が大きく寄与したことにより、売上高で289億74百万
円（前年同期比9.3％増）、経常利益で14億16百万円（前
年同期比34.9％増）、当期純利益で6億90百万円（前年同
期比10.8％増）となりました。
なお、当期の利益処分につきましては、今後の事業環境を勘
案し、また、財務体質の強化の観点から全額を内部留保させ
ていただき資本の充実をはかるため、まことに遺憾ながら配
当金の実施を見送らさせていただきます。株主の皆様には、
大変申し訳なく、深くお詫び申しあげますとともに、よろし
くご理解を賜りますようお願い申しあげます。

ムトーヨーロッパ社 ムトーアメリカ社

諏訪工場 武藤本社

コーポレートメッセージ

創造、大切にします
●●● 経営理念　●●●

人間を尊重する
社会に貢献する・常に先んずる



国内市場では若干の
停滞感が見られるもの
の、主力製品である大
判フルカラーインクジ
ェットプリンタが欧米
を中心とした海外市場
において順調に推移

し、売上に大きく貢献したことから、売上高は224億
96百万円（前年同期比14.5％増）、営業利益では10
億36百万円（前年同期比39.7％増）となりました。

国内 

その他の 
地域 

アジア 

ヨーロッパ 

北アメリカ 

売上高比率

●新製品リリースラインアップ

４
月

低価格エントリー機
「Rockhopper38」

A0対応高速マルチファンクション
LEDプロッタ
「RL-900R1」「RL-900R2M」
「RL-900R2LM」

従来機より性能を高めA1スキャナ
モデルチェンジ
「SW-601C」「SW-601M」

CAD出力用インク
ジェットプロッタ

「RJ-301CⅡ」 「RJ-320C蠡」

アパレルCAD出力用インクジェッ
トマーキングプロッタ
「AR-8500-16」「AR-8500-22」

プリント配線板シンボル印刷装置
「UP-6300シリーズ」

屋外印刷物用大型フルカラーインクジェットプリンタ
「ラミレス」をフルモデルチェンジ

｢ラミレスグランデ蠡2600」「ラミレスeジェット1900」

78％ 78％ 

中小企業における情報化設備投資は
依然として大幅に抑制されている中、
CADソフトの新製品投入など積極的
な製品展開を実施いたしました。しか
しながら、ソリューション部門ではIT
業界でのサービス単価の下落傾向が続
くなど依然として厳しい状況で推移し
たことから、売上高は31億61百万円
（前年同期比9.5％減）、営業損益では
1億5百万円の損失（前年同期比73百
万円の悪化）となりました。

CAD関連ビジネスで永年培ってき
た図形情報処理ノウハウに基づくシス
テム構築力を活かし、単に設計業務市
場にとどまらず、広範囲な市場をター
ゲットとし、ITを活用したシステムイ
ンテグレーションやソフトウェア開発
などを通じ、顧客に最適なITソリュー
ションを提案・提供する「需要創造型
事業」を展開してまいります。
当社グループでは需要創造型のビジ
ネスモデルを確立すべく、引き続き次
のような施策を実施してまいります。
・新たなCADシステムのリリースと
ラインアップ強化、ラスタ編集シ
ステムの販路拡大など採算効率の
高い当社ブランド製品の企画・開
発に注力してまいります。
・関連事業を推進するムトーテクノ
サービス株式会社等とのグループ
内での協業体制を推進いたします。
・システムインテグレーションやソ
フトウェア開発の展開に向けたパ
ートナー会社の開拓とアライアン
スを推進してまいります。

●概　況

●事業への取組み

●新製品リリースラインアップ

新コンセプトの2次元CADラインアップ強化

Web版技術情報管理システム
「M-Draf LFP」

AutoCAD2005 DXF／DWG対応 図形データ変換ツール
「ReViPS Ver5」パッケージ

UGS PLMソリュ－ションズ譁と業務提携
「総合PLMソリューション：Teamcenter」

11％ 11％ 

事業セグメントの概況

（情報画像関連機器事業） （情報サービス事業）
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22,496百万円 3,161百万円
●概　況

●事業への取組み
市場環境は市場拡大に伴う競争の激化と低価格化傾向

の進行から新製品開発スピードの重要性が増し、今後と
も厳しい環境が予想されます。
当社グループでは、主力製品である大判グラフィック

プリンタおよびCAD図面出力用プロッタに主軸をおき
つつ、そのコア技術や製造ノウハウなどを活用し、新た
な市場に向けた応用製品や新規製品の開発、販売を展開
してまいります。また、当社グループの開発力と技術資
産を活かした受託開発や受託製造につきましても積極的
に営業展開してまいります。
当社グループでは、当該事業基盤の強化に向け、引き

続き次のような施策を実施してまいります。

・市場競争力の強化へ向け、顧客要求にも柔軟にすばや
く対応できる当社グループ独自の技術ノウハウの蓄
積、設計品質の確立を目指し、高付加価値製品、新市
場を切り開く製品に特化して開発投資を行ってまいり
ます。

・採算性の向上を目的に、グループ全体としてグローバ
ルな視点から市場環境やユーザーニーズを的確に把握
し、新たな商品を市場に還元する製販一体型の事業体
制の確立を目指します。

設計者の思考と手書き感覚をさら
に進化させた技術設計ツール

「M-Draf  Sprit」

イメージデータと作図機能を一体
化したスケッチ＆ドキュメンテー
ションツール

「M-Draf  Personal」



その他の事業には「設計製
図機器」、「光学式計測器」、
「スポーツケア用品」、「書
籍・文具を中心とした店舗」
などの事業が含まれておりま
すが、「設計製図機器」市場
の縮小傾向などから、売上高
は33億16百万円（前年同期
比1.5％減）となりましたが、
営業費用圧縮の効果等もあり
営業利益は2億88百万円（前
年同期比14.4％増）となり
ました。

●概　況

売上高比率

●新製品リリースラインアップ

設計製図機器 光学式計測機 スポーツケア用品

「フィットネスケーブル・プラス」
5タイプ

フィットネスグッズ

「フィギュアエイト・プラス」
3タイプ

11％ 11％ 11％ 

エンコーダ出力対応
小型デジカラー
「NUL-1000」

平行定規製図台
「TH-U10」

レール式リニア
スケール
「DG-LX」

磁気式リニアスケール
ディテクタ一体型検出ヘッド

「EMIX」

（その他事業） トピックス
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スポーツケア用品 

その他 

設計製図機器 

光学式計測器 

電池駆動式表示カウンター／
磁気式リニアスケールセット

「Z16」

ムトーヨーロッパ社とアグファ・ゲバルト社
UVインク対応 超大判インクジェットプリンタを共同開発!!

100％子会社であるムトーヨーロッパ社（本社：ベルギー）とデジタル画像システムの大手であるアグファ・ゲバルト社
（本社：ベルギー）は、今後、産業分野への拡大が見込まれることから、ハイエンド市場をターゲットとして、UVインクを採
用した超大判インクジェットプリンタを共同で開発しました。
今回の超大判UVインク対応大判インクジェットプリンタは、看板やポスターなどのサイン業界のほか、建材・タイルメーカー

やガラス加工業界向けに、販売を計画し、2006年初頭から発売する予定です。なお、製造はムトーヨーロッパ社が担当します。
また、開発テリトリーは、武藤工業は製造技術、アグファ・ゲバルト社では画像技術力やインク製造能力、デザインなどで

協力し、開発したもので、以下の特長を有しています。
漓インクと印刷メディアとの密着性が高く、ニーズの高まっているUVインクを採用。
滷印刷メディアへの応用範囲が広く、フィルムや紙などのロール紙に対応するほか、建材、タイルなど厚みもあり固くフラッ
トなメディア等、さまざまなアプリケーションにカラー印刷が可能。
澆最大印刷幅は、2,540mmと大型化への要望に対応。また新ヘッド搭載により高画質、ハイスピード化を実現。

蘆UV印刷の将来性
現在産業界では、多品種小ロット短納期化への対応と生産効率の追求による高付加価値印刷のニーズが高まっており、印刷対象

物を広くとれ、高速印刷（速乾性）に優れ、環境にも大変優しい無溶剤で省エネ（インク乾燥にオーブンを使用しない）のUVイ
ンクでの印刷は次世代の主流に位置づけられると言われています。

蘆UVインク（紫外線硬化型インク）
紫外線硬化型インクとは、「光重合」という化学反応を利用して硬化するインクです。インクは主にモノマー、オリゴマー、光

開始剤等で構成され、インクジェットの微細ノズルで吐出が可能な液状になっています。そのインクをインクジェット技術でメデ
ィアに印刷後、適正な紫外線を照射する事で、光化学反応が起き、固体のポリマーへと転換します。ポリマー化したインクは印刷
メディアに密着します。

ドイツ ミュンヘン市で開催された
「FESPA2005展示会」にて発表！

◆FESPA2005展示会
3年に1度開催される総合印刷機材展で350社以上が
参加して5月31日～6月4日の5日間にわたり開催さ
れました。

◆FESPA
（Federation of European Screen Printers Associations）
ヨーロッパのスクリーン印刷協会（26カ国からなる）。
スクリーン印刷技術に関する知識を共有しヨーロッパ
でスクリーン印刷およびデジタル・イメージングを促
進しています。

3,316百万円



当　　期
平成17年 3 月31日現在

期　別
科　目

前　　期
平成16年 3 月31日現在

資産の部

流動資産

現金および預金

受取手形および売掛金

たな卸資産

その他

固定資産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

投資有価証券

その他

資産合計

18,636

7,133

6,673

4,478

349

10,828

9,230

157

1,440

955

484

29,464

17,769

6,644

6,442

4,185

496

10,763

9,338

112

1,312

939

373

28,532

当　　期
平成17年 3 月31日現在

前　　期
平成16年 3 月31日現在

7,645
3,669
600

1,356
2,020
3,556
1,229
2,326

11,201

―

10,199
4,592
4,962
227

△ 1,088
△ 631

18,262

29,464

7,423
4,292
500
833

1,798
3,722
1,850
1,872

11,146

―

10,199
4,592
4,272
225

△ 1,280
△ 624

17,386

28,532

（単位：百万円）■連結貸借対照表

期　別
科　目

負債の部
流動負債
支払手形および買掛金
短期借入金
一年以内返済予定の長期借入金
その他

固定負債
長期借入金
その他

負債合計

少数株主持分
少数株主持分

資本の部
資本金
資本剰余金
利益剰余金
その他有価証券評価差額金
為替換算調整勘定
自己株式

資本合計

負債、少数株主持分および資本合計

当　　期
自 平成16年 4 月 1 日
至 平成17年 3 月31日

期　別

科　目

前　　期
自 平成15年 4 月 1 日
至 平成16年 3 月31日

経常損益の部

売上高

営業利益

経常利益

特別損益の部

税金等調整前当期純利益

当期純利益

28,974

1,209

1,416

1,411

690

26,501

949

1,049

1,043

622

（単位：百万円） （単位：百万円）■連結損益計算書 ■連結キャッシュ・フロー計算書

売上高の推移（単位：百万円） 

10,000 20,000 30,000 500 1,000 1,500 2,000 2,500 500 1,000 1,500 2,000

200 400 600 800 1,000 10,000 20,000 30,000 20 40 60 80

営業損益の推移（単位：百万円） 経常損益の推移（単位：百万円） 

当期純損益の推移（単位：百万円） 総資産の推移（単位：百万円） 株主資本比率の推移（単位：％） 

26,501

27,193

28,974

949

2,098

1,209

1,049

1,792

1,416

622

866

690

28,532

27,363

29,464

60.9

61.8

62.0

0

第54期 

第55期 

第56期 

0

第54期 

第55期 

第56期 

0

第54期 

第55期 

第56期 

0

第54期 

第55期 

第56期 

0

第54期 

第55期 

第56期 

0

第54期 

第55期 

第56期 
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当　　期
自 平成16年 4 月 1 日
至 平成17年 3 月31日

期　別

科　目

前　　期
自 平成15年 4 月 1 日
至 平成16年 3 月31日

営 業 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

現 金 及 び 現 金 同 等 物 に 係 る 換 算 差 額

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 額

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 末 残 高

754

△ 338

△ 5

78

489

6,644

7,133

1,363

△ 163

△ 535

△ 25

639

6,004

6,644

連結財務諸表

■ 連結業績の推移



当　　期
自 平成16年 4 月 1 日
至 平成17年 3 月31日

期　別

科　目

前　　期
自 平成15年 4 月 1 日
至 平成16年 3 月31日

経常損益の部

売上高

営業利益（△損失）

経常利益

特別損益の部

税引前当期純利益

当期純利益

当期未処分利益

17,639

△ 311

217

219

200

422

17,321

37

118

118

100

221

（単位：百万円）■単独損益計算書

当　　期
平成17年 3 月31日現在

期　別

科　目

前　　期
平成16年 3 月31日現在

資産の部
流動資産
固定資産
有形固定資産
無形固定資産
投資その他の資産
資産合計
負債の部
流動負債
固定負債
負債合計
資本の部
資本金
資本剰余金
利益剰余金
その他有価証券評価差額金
自己株式
資本合計
負債・資本合計

13,099
10,068
6,490
139

3,438
23,167

5,613
2,742
8,355

10,199
4,592
422
226

△ 627
14,812
23,167

12,838
10,207
6,618
95

3,493
23,045

5,428
2,999
8,428

10,199
4,592
221
224

△ 620
14,617
23,045

（単位：百万円）■単独貸借対照表

売上高の推移（単位：百万円） 

5,000 10,000 15,000 20,000 △200 200 400 600 200100 300 400 500

50 100 150 200 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 20 40 60 80

営業損益の推移（単位：百万円） 経常損益の推移（単位：百万円） 

当期純損益の推移（単位：百万円） 総資産の推移（単位：百万円） 株主資本比率の推移（単位：％） 

17,321

18,701

17,639

37

408

△311

118

446

217

100

121

200

23,045

22,446

23,167

63.4

65.3

63.9

0

第54期 

第55期 

第56期 

△400

第54期 

第55期 

第56期 

0

第54期 

第55期 

第56期 

0

第54期 

第55期 

第56期 

0

第54期 

第55期 

第56期 

0

第54期 

第55期 

第56期 

0

商 号

設 立
資 本 金
従 業 員 数
主 な 事 業 所

主な営業品目

武藤工業株式会社
MUTOH INDUSTRIES LTD.
1952年（昭和27年）3月5日
101億99百万円
249名
本　社：東京都世田谷区池尻三丁目1番3号
営業所：東京、大阪、名古屋
工　場：諏訪
●情報画像関連機器事業
グラフィックアーツ用大判インクジェット
プリンタ、CAD図面出力用プロッタ、業

ホームページ
決 算 公 告

務用特殊プロッタ、イメージスキャナ、関
連サプライ
●情報サービス
システムインテグレーション、ソフト開発、
ＣＡＤシステムおよび関連ソフトウェア
http://www.mutoh.co.jp
http://www.mutoh.co.jp/ir/
kessankoukoku.html/

取 締 役 会 長
代表取締役社長
取 締 役

山　允　伯
加　賀　市　喜
佐　藤　敏　明

取 締 役
取 締 役
取 締 役

常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

アーサー・バンハウテ
服　部　 格
早　川　信　正

白　土　剛　正
小　林　康　男
野　本　健　一

■ 会社が発行する株式の総数 170,000,000株
■ 発行済株式総数 54,818,180株
■ １単元の株式数 1,000株
■ 株主数 5,922名
■ 大株主

東京コンピュータサービス株式会社
武 藤 栄 次
武 藤 　 洋
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行
武 藤 工 業 協 力 企 業 持 株 会
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（CMTBエクイティインベストメンツ株式会社信託口）
第 一 生 命 保 険 相 互 会 社
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
武 藤 郁 子

13,200
2,900
2,525
2,121
1,542

1,457

1,359
1,183
1,038
988

25.6
5.6
4.9
4.1
2.9

2.8

2.6
2.3
2.0
1.9

株　主　名 持株数（千株） 議決権比率（％）

■ 所有者別分布状況

■ 所有株式数別分布状況

個人・その他 
42.86％ 
5,547名 

外国法人等 
2.61％ 
34名 

その他の法人等 
34.71％  273名 

証券会社 0.39％  26名 金融機関 19.43％  42名 

1単元未満 
0.85％ 
1,783名 

1,000単元以上 
54.58％  10名 

500単元以上 
 6.90％  6名 

1単元以上 
10.19％  3,328名 

100単元以上  
8.83％  26名 

5単元以上 
4.07％  376名 

50単元以上 
3.46％  27名 

10単元以上 
11.11％  366名 

自己名義株式は2,594千株となっております。自己名義株式は議決権がな
いため、上表の大株主には含めておりません。
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単独財務諸表

■ 単独業績の推移

■ 会社の概要（平成17年3月31日現在）

■ 役　員（平成17年6月29日現在）

■ 株式の状況（平成17年3月31日現在）


